
 

総合的対策の推進に係る「関係機関との連携強化」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 目的 

本計画における環境目標を達成している大気環境を保持しつつ，環境目標未達成の自動車交通騒音

と二酸化炭素排出量への対策に取り組むため，各機関との連携を強化し，時代に即した先進的・具体

的事業の実施を図ることを目的とします。 

 

２ 連携の概要（協議会の活性化と総合的対策の推進） 

○「宮城県自動車公害対策推進  

協議会」の活性化 

○関係機関の連携，施策効果の 

検証 

○新たな方向性の検討 

○重点施策の「総合的対策の推 

進」の一環として，先進的・具  

体的事業の実施 

 

 

３ 連携事業案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グリーンスローモビリティとは電動で，時速 20km 未満で公道を走る，４人乗り以上のモビリティのこと。 

 

CO2排出量低減に係る連携事業 

■ 

騒音に係る連携事業 

 
 

○自動車騒音面的

評価結果 

 

○情報共有 

道路管理者 ○騒音原因の分析に利用 

○低騒音舗装の敷設，防音壁の

設置等に反映 

測定情報 

【①道路緑化】 

○街路樹による CO２低減効果等調査研究 

○街路樹維持管理の普及啓発 
○街路樹の増加，維持管理の適正化 

○街路樹維持管理支援事業の普及啓発 

【②コンパクトシティと CO2低減に係る連携事業】 

○高齢化社会の地域を支える移動手段確保と

CO２低減を両立する仕組み支援検討 

○グリーンスローモビリティ利用等情報共有 

○グリーンスローモビリティ※等の普
及啓発 

報②－４ 

宮城県自動車交通環境負荷低減計画（第３期）（以下「本計画」という。）では，宮城県自動車交通

公害対策推進協議会を活性化し，その枠組で，より積極的に施策展開を具現化する取組を進めて行

くため，「関係機関との連携強化」を図ります。 


